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ものづくりの新時代、「高度情報技術」を学ぶ

社会のニーズに応えた専門コース

次世代のディジタル教育で新しい人材育成へ

情報科学科の教育内容と育成する人材像

時代に求められる
新コース設定

2027年4月（令和9年）
制御情報工学科が改組

定員を70名に大幅に
拡大！

制御、情報を中心とした
幅広い専門知識

本計画は、令和9年4月開設（学生受入れ）に向け構想中のものであり、今後、文部科学省への認可申請や届出の過程で、内容が変更となる可能性があります。

数理学・統計学など
DXを主導する基礎原理

物質科学（材料・化学・生物）
DXが著しく発展 高度情報技術者

幅広い産業や技術分野に
適応できる

材料開発で解決する能力

自然科学で解決する能力

ディジタル技術で解決する能力

実践的 創造的

Concept

自身の専門技術を活用して、他の情報科学技術者と

協調してモノづくりを行うことができる人材を養成。

数理情報学と計算機工学等の知識を応用して、

社会課題を解決できる人材を養成。

情報科学の技術を活用し、AIなどを使って材料・化学・

生物のデータを分析・評価できる人材を養成。

●AIエンジニア

●ネットワークエンジニア

●ロボット開発者

●IoTデバイス開発者

●プログラマー

●システムエンジニア

●データサイエンティスト

●コンサルタント

●新素材開発者　など

将来は

情報科学科

制御情報工学コース

数理情報学コース

複雑で多様な課題を解決する能力と持続可能な発展に

寄与する能力を有し、システムやソフトウェアの

開発・設計・実装・運用を担う人材を育成。（共通）
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70名

40名

20名

10名
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に生まれ変わります。

����年（令和�年）�月
制御情報工学科が
久留米工業高等専門学校

定員を��名に拡大し、幅広い産業や技術分野に
適応できる高度情報専門人材の育成を強化します。

情報科学科情報科学科


